
氏 名

学 位 の 種 煩

学 位 記 番 号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題 目

軒
L991

生
お

士

信
鎚

博

原
舶

学

茂
描

理

論 理 博 第 644号

昭 和 54年 3 月 23日

学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当

EpiphysealUnion,DentalEruption,andSexualMaturation
intheCommonTreeShrew,withSpecialReferencetoIts
SystematicProblem
(コモン･ツパイの骨端化骨,歯牙萌出および性成熟について-と

くに分類学的問題について)

(主 査)

論文調査委員 教 授 池 田 次 郎 教 授 近 藤 四 郎 教 授 江 原 昭 善

論 文 内 容 の 要 旨

ツパイは,現在,多くの分煩学者によって霊長目の-科に位置づけられているが,その分類に関しては,

19世紀以来,霊長目説と食虫目説との対立があり,まだ多くの問題が残されている｡最近,この問題をめ

ぐる議論のなかで,ツパイの成長過程を重視する傾向が強くなりつつあるが,これに関する報告として,

歯牙,頭蓋について二,三の研究をみるにすぎない｡申請論文は,コモンツパイ150頭,比較資料として

食虫日のリュウキュウジャコウネズミ334頭を用いて,四肢骨骨端の化骨,永久歯の萌出,性成熟という

三つの成長現象を克明に調べ,ツパイの成長に関する総合的資料を提供するとともに,それらの成長パタ

ーン,および相互の関連を総合し,ツパイの分額上の位置を考察したものである｡

申請者は,まずレントゲン写真で観察された四肢骨骨端の化骨状態から四肢骨6関節における化骨完了

順序を決めた｡ツパイの骨端化骨の順序については,これまで報告例は皆無であるが,申請者はこれが数

種の新世界ザルと一致し,リュウキュウジャコウネズミを含む食虫類とは異ること,また樹上性の霊長類

と地上性の晴乳動物とで対照的なパターンを示す下肢3関節の化骨順序でツパイが霊長類型に属すという

指摘を行っているO次いで,これらの結果が,必ずしもツパイと霊長輝との密接な系統関係を示す証拠と

なりえないことを,各種哨乳動物との比較,霊長頼内の変異などから説明し,骨端化骨が,これまでいわ

れていたほど特定の分類群に固有のものではなく,ツパイのそれは,樹上性晴乳動物の原初形態である可

能性を示唆している｡第二に,上下顎のレントゲン写真による永久歯の萌出開始,完了の過程を調べ,ツ

パイの歯牙萌出順序に関する従来の説が誤りであることを明らかにし,ツパイの歯牙萌出順序と,上顎前

歯の特徴的な出現パターンは食虫類の多くの種に認められ,霊長類とは異ることを指摘している｡第三に,

オスの精巣,精巣上体,メスの卵巣を組織学的に検索した結果,ツパイが性成熟に達する時期は,霊長類

と食虫煩の中間にあることを示し,最後に,骨端化骨,歯牙萌出,性成熟の完了時の順序に基いて晴乳動

物を三つのタイプに分けると,ツパイは新世界ザルとともに小型,中型動物のタイプに属すが,これがツ

パイを霊長目に入れる根拠とならないことを,同じ属内の野生種と家畜種との比較から論じている｡
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申請者は,以上の結果を総合し,骨端化骨のような比較的可塑的形質とみられる成長現象に認められた

新世界ザルとの類似よりも,系統的に保守的形質と考えられる歯の萌出パターンでの食虫類との一致を重

視し,ツパイを霊長目の-科とする分類には疑問があるという結論に達している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

現在なお定説をみないツパイの分窺学上の位置づけほ,霊長類の起源にかかわる重要な課題である｡最

近のツパイ系統論の内容を検討すると,外部形態よりむしろ内部形態の比較を重視する慣向が強まってい

るが,それらの特徴は発育に伴い変化するので,ツパイの成長の研究が要求されるに至った｡しかし,ツ

パイの成長に関する研究は,この動物の飼育が困難であるという理由もあって,これまでのところきわめ

て少ない｡

申請者は,150頭のコモンツパイを材料として,一般に嘱乳動物の発育状態を示すのに用いられている

四肢骨骨端化骨,歯牙萌出,および性殖腺の発達過程を追求し,ツパイの成長を総合的に把捉するととも

に,これらの成長パターンからツパイの系統問題を吟味した｡比較には文献から引用した霊長類,および

その他の噂乳動物の資料を用いたが,これに加えて,申請者は334頭のリュウキュウジャコウネズミ (食

虫冒)についてもツパイと同じ検索を行い比較しており,この点も本論文の特色の一つであるO

申請論文は,ツパイの四肢6関節における化骨順序を明らかにした最初の論文である｡申請者は化骨の

程度に基づき骨端ごとにスコア-を与え,それから各関節における平均スコア-を算出しているが,この

方法を採用することにより年令不明のツノミイの化骨順序を客観的に表示することに成功している.ツパイ

の永久歯の萌出順序については,すでに Bennejeantによる報告があり,それが一般に認められているが,

申請者はその誤 りを訂正するとともに,上顎前歯がほぼ同時に萌出する特異なパターンをツパイに見出し

ている｡これらの知見は,性殖腺の発達に関する記載とともに,ツパイが成熟に到達するまでの過程を明

確に描き出した最初のものとして高く評価でき,今後,発育期にあるコモンツパイを材料とする研究者に

とって利用価値が高いと考えられる｡

従来,Schultzらにより同一目内の晴乳動物では一定と考えられてきた四肢6関節の化骨順序の比較に

おいて,申請-%ほ,これが霊長目内でもかなり変異に富むことを明らかにし,次いでそれが各関節にかか

る負荷の大小により影響されるというSimonの実験結果を引用して,ツパイと新世界ザルとの化骨順序

の一致が必ずしも両者の系統関係を示すものではないと解釈した｡これは,化骨順序がロコモーション様

式に直接かかわ りをもつ問題であるという重要な指摘である｡一方,ツパイは,歯牙萌出順序のみならず,

その上顎前歯の特徴的な萌出バク-･ンにおいて食虫類的であり,霊長類とは異るという結果から,申請者

は,系統発生上,比較的保守的形質とみなされる歯牙萌出パターンにおける類似を重視して,ツパイは樹

上性小型晴乳動物の原初形態を保持し続けた動物であり,ツパイを霊長類の-科とする現在の主流的分類

には疑問があるという結論に達している｡この結論は,1960年代後半以降,VanValen,McKennaらに

より提出された食虫自説に近いが,彼らとは全く違ったアプローチにより導かれた非霊長類説である点に

いちじるしい特色があり,高く評価することができる｡

よって本論文は,理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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